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１．緒言
　文部科学省では，平成元年の学習指導要領改訂の際に
教育活動の中でコンピュータを積極的に活用するよう示
された。それに連なり情報教育の必修化が推し進められ，
平成 23 年，「教育の情報化のビジョン」を告示され，ま
た新学習指導要領の実施を見据え「2018 年度以降の学
校における ICT環境の整備方針」を取りまとめるとと
もに，当該整備方針を踏まえ「教育の ICT化に向けた
環境整備５か年計画（2018 年度〜 2022 年度）」が策定
された。ICTとは Information and Communication and 
Technology，「情報通信技術」のことである。これらの
政策を踏まえ，学校の各教科において電子黒板を使用し
て教材を提示し，情報共有を行うためのタブレットの使
用等 ICT教育の活用が推進されている。体育の授業に
おいても ICTの活用は進んでおり，具体的にビデオな

どの視聴覚教材を利用して動きを確認したり（文部科学
省 2013），自分自身の動きの動作を確認し，課題の明確
化を図ったりすることができる (高瀬ら 2014)ことが確
認されている。
　さらに令和 3年 3 月 GIGAスクール構想（文部科学
省 2021）において，義務教育下の児童・生徒に１人１
台 PCまたはタブレット等の電子機器端末が政府より支
給され，授業での日常的な ICTの利用・活用が可能となっ
た。従ってより一層授業の中でどのように ICTを活用し，
効果的な活用としていくのか，また，ICTを用いること
で，用いない授業との差はどのような所に生じるのか検
討する必要があるだろう。
　それでは，ICTを用いた体育授業についてどんな研究
がなされてきているのであろうか。松木ら（2019）の
研究によると，体育授業における ICT機器の効果的な
活用方法として視覚的な効果による授業マネジメントで
の効率的な活用，的確な自己観察が可能となり，課題を
自分事として捉えさせる，自分の動きや再現不可能な動

ICTを用いて自分の動きを確認する中学校マット運動の学習における学習者の認知研究
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Abstract
The purpose of this study was to grasp actual state of  student’s conception in apparatus gymnastics units via the 
‘balloon method’with ICT(Information and Communication and Technology) and using a video to observe their 
own movement. In addition, this study aimed to understand how students’ conceptions differed based on motor 
skill levels. The subjects were 26 7th grade students (16 boys and 10 girls). Furthermore, they were grouped based 
on motor skill levels: eight students in the high motor skill level, twelve in the middle motor skill levels and six in 
the low motor skill levels. For conception analysis the balloon method was used. The students were asked to write 
a description in balloon, Taken after every class, in response to an open question ‘What did you recognize and 
learn in this physical education lesson? Please write as much as possible.’ Date was analyzed by three physical 
education specialists to create themes. A total of 308 description emerged and theme included ‘body kinaesthetic 
sense’, ‘movement element’, ‘learn environment ’, ‘influence of others ’, ‘perform and practice of stunts’, ‘safe’, 
‘others’. From these theme, especially ‘body kinethetic sense’ and ‘movement element’ it suggested that using ICT 
and observation of one’s own movement meant that student recognized how to use body and perceived how their 
body move. Hence ICT helped students understand the deficiency in their stunts. Low skill students gain fewer 
theme regarding body kinaesthetic sense and movement element compared to students other skill levels.
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きを必要に確認すること，学習で得られたデジタルコン
テンツに新たな情報を追加し，全体で共有できることの
4つが示されている。その中でも ICT機器が利活用され
た場面において半数以上が動きを振り返って課題をつく
り改善する活用が占めており，ICTを導入することで大
きなメリットをもたらしたことが示唆される。
　また水島（2015）の研究では，ICT教材を活用しての
アンケート調査を通じて動きのイメージがしやすい，機
器の機能を使いスロー再生などの活用を通して視覚的効
果を向上する教材に関することや動画を見せることでの
動機付けや興味関心に役立つといった生徒に関するメ
リットが考えられるとしている。一方で，機器の順費や
物品の価格，不慣れな機械操作等教材に関することや活
動時間の減少や映像のどこを見ればいいのか等生徒に関
するデメリットが挙げられた。
　一方で，学習者の認知と運動について，どのような知
見があるのだろうか。学習者によって運動に対するイ
メージや技術的認識が備わっていてはじめて自分の問題
への課題解決への思考・判断を可能となる。野田（1992）
によると運動学習における観察学習は本質的に理解する
ためには重視されなければならないと示唆されている。
また坂本の研究（1989）では体育の学習において運動
技術やパフォーマンスは身体的条件，運動に関する知識，
知的技能や認知などの学習を通して高められる。それに
加えて高内ら（2005）の研究でも初心者と熟練者の運
動動作の理解の差異があることを示唆される。優れたパ
フォーマンスを産むために，必要な身体的特質を所有す
るとともに特有の認知的段階において関連付けられた適
切な認知を用いられなければならないとされていること
から，体育の学習において認知の部分を高めることで技
術の向上だけでなく，運動への主体的な思考・判断が行
えるようになり，主体的な取り組みにつながると考えた。
　高橋（2018）の研究によると，運動に対するイメー
ジや技術認識を高めるためにも ICTの活用だけでなく，
評価学習カードの工夫が必要とされている。高瀬ら
（2014）や久保ら（2014）の研究では動きの振りかえり
の部分において ICTを導入することに加え，学習カー
ドを生徒の気づきの変化にも触れていることから ICT
を活用し生徒の変化をみるということにとどまらず，
ICTを一つのツールとして捉え，学習カードなどの教材
とともに活用されている。そのため中学校段階において
ICTを活用し，認知の部分を高めることでより良い学習
効果が得られるのではないかと考える。これらの研究か
ら ICTのみでの支援だけでなく，学習カードなどを利
用した振り返りを行うことで生徒の理解が深まるのでは
ないかと考える。
　よって本研究では，中学校保健体育の授業において，

学習者の気づき，認知の部分を高めるために ICTや学
習カードの教材を利用した体育学習において学習者の認
知はどのようなものなのか，学習者の体育の技能のレベ
ル別で認知がどのように異なるのかを明らかにする。

２．方法
　本研究の立場として，構成主義の立場をとり研究を進
めている。構成主義において，学習者の獲得する学習内
容は，学習者がもつ既存の知識の上に構築され，個人に
よってその様態は大きくことねることが指摘されている
（Rovegno and Dolly, 2006）．従って，この立場から学習
を精査すると，既存の質問調査紙法で画一的な質問項目
によって学習者の認知を分析することは十分でなく，学
習者個人の学習に関する認知の言及を数多く集め，現象
として何が明らかになるのか，質的方法で分析すること
が適正であるといえる。

２－１．研究方法
　本研究では，ふきだし法を用いた質的分析（内容分析）
（メリアム，2010）を行うこととする。ふきだし法は亀
岡（1992，1996）が算数・数学分野において，計算す
る 際の学習者の思考過程を可視化する方法として用い
たものを，松本が改良し体育分野に用いている（松本，
2012; 2015; 2016; 2016a; 2016b，渡辺ら，2020）。オー
プンエンドの質問 調査紙法により学習者が柔軟に容易
に回答できるものであり，従来行われてきた自由記述の
感想分析よりも，数 多く詳細な記述が得られやすいと
いう特徴がある（松本，2015）。また，近年では菅原・
加登本（2019）が中学校２年生の短距離走の授業を対
象とし，ふきだし法を用いて学習者の疾走時の運動感覚
について調査を行ったことから，運動時の内的感覚を含
めた認知を調査しやすい 方法であるといえるだろう。
本研究で用いたふきだし法調査紙は中央にマット運動の
授業場面の写真を配置し，その周辺に空のふきだしを複
数描き，「今日の体育授業を振り返り気づいたこと，学
んだことをなるだけ多く書きましょう。（書ききれなかっ
た場合はふきだしを増やして書き込みましょう）」と質
問項目を上方に記載した（資料１参照）。本ふきだし法 
調査紙を毎時間授業の終わり，授業時間内に学習者に配
布し各自に記入させた。分析方法は KJ 法（川喜多，
1967）による分析であり，記述内容からグループに分け，
それぞれの内容に沿ってラベルをつけた。ラベルをつけ
たまとまりが複数集まり さらに大きなまとまりに分け
られる場合はさらに上位のラベルをつけた。それを繰り
返し飽和状態になるまで繰り返し概念図化した。分析作
業はまず，大学の学部で保健体育を専攻し保健体育教諭
の教員免許状 を取得している，今回の研究対象の授業
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の授業者でもある，教職大学院大学院生（２年次在学）
と体育科教育を 専門とし国立の教員養成課程で講義担
当し，研究を行っている大学教員（職歴 19 年，国立教
員養成大学勤務 15 年） が共同で行った。その後教職経
験 32 年の現職の中学校保健体育教諭（中学校勤務経験 
25 年）１名に内容を確認・検討してもらい，修正を行っ

た（研究者のトライアンギュレーション）（メリアム，
2010）。研究の目的が学習者全体の認知の傾向を明らか
にするものと，技能水準の上位児，中位児，下位児の傾
向の違いを明らかにするものの２点あるので， 対象者全
員の分析と上位児，中位児，下位児それぞれの分析の２
種実施した。

２－２．研究の対象
ａ．対象者
　対象者は公立中学校 1 年生 26 名（男子 16 名，女子
10 名）であった。担任教諭によって技能の状態別，上位，
中位，下位に対象者を分け，それぞれ上位 8名，中位
12 名，下位 6名であった。

ｂ．単元計画及び指導の工夫
　研究対象となる授業の単元計画は全 6時間 1 単元で
あった（表１参照）。本研究は教職大学院のインターン
シップの一環として実施したものであり，授業は教職大
学院 2年の大学院生（国立体育系大学卒業，保健体育教
諭教員免許状保持。）が実施した。単元計画の前半は主
に基本技，発展技の練習を下位教材を用いての運動感覚
づくりや技のポイントを確認しながらの技の学習を行っ
た。後半は最終回の技の発表会に向けての練習と発表会
の実施であった。ICTの活用については，毎時間タブレッ
トを使用して自分の動きを撮影し，確認・検討する時間
を設けた。タブレットでの動きの確認は２人組で行い，
自分の動きを見る時間とベアで組んだ人の動きを見る時

資料１　ふきだし法調査紙

表１　ICTを用いたマット運動の単元計画
１時間目 ２時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目

オリエンテーションと基本技
（前転，後転，開脚前転，
開脚後転）の学習

基本技と条件を変えた技（と
び前転，伸膝後転）の学習

発展技（倒立前転）の学習 発表会に向けての練習 1 発表会に向けての練習２ 技の発表会

1.�準備運動，挨拶，出欠確認
2.�本時のねらいと内容の確認
3.オリエンテーション
・�器械運動の特性や成り立ち
を知る。
・�タブレットの使用について
・�学習全体の見通しについ
て等
4.�場の準備，柔軟，下位運動
・ゆりかご
・二人組の柔軟
・�腕立ての姿勢（手押し車、
ジャンプ）
・�ジャンプ（かかえ込み、足
を開いて）
5.�基本技（前転、後転、開
脚前転）の練習
＜技のポイント＞
・�腰を高く上げながら、スムー
ズに前方へ
・�足を開くと同時に手を押し
出す。

・�あごを引いて、足を引き寄
せる。
・�手でしっかりと押し出す。
6.�タブレットを用いて動作の
確認・観察

・�撮影する人，撮影される人
を分担して撮影
・�自分のイメージや他の生徒
の試技と比較して観察
７. 振り返り
・�片づけとふきだし法の記入

1.�場の準備，準備運動，挨拶，
出欠確認
2.�本時のねらいと内容の確認
3.�下位運動
・ゆりかご
・二人組の柔軟
・�腕立ての姿勢（手押し車、
ジャンプ）
・�ジャンプ（かかえ込み、足
を開いて）
4.� 基本技（前転、後転、開脚
前転）の練習

・前転、開脚前転、後転
5.�条件を変えた技（跳び前
転、伸しつ後転）の練習
＜技のポイント＞
・頭より腰が高い位置で
・膝を伸ばしたまま後方へ
・足を振る勢いで回転
6.�タブレットを用いて動作の
確認・観察

・�撮影する人，撮影される人
を分担して撮影
・�自分のイメージや他の生徒
の試技と比較して観察
7. 振り返り
・片づけ，整理運動
・ふきだし法の記入

1.�場の準備，準備運動，挨拶，
出欠確認
2.�本時のねらいと内容の確認
3. 下位運動
・ゆりかご
・二人組の柔軟
・�腕立ての姿勢（手押し車、
ジャンプ）
・�ジャンプ（かかえ込み、足
を開いて）
4.�基本技（前転、後転、開脚
前転）の練習

・前転、開脚前転、後転
5.�発展技（倒立前転）の練習
＜技のポイント＞
・着手，勢い
・足の振り上げ，静止
6.�タブレットを用いて動作の
確認・観察

・�撮影する人，撮影される人
を分担して撮影
・�自分のイメージや他の生徒
の試技と比較して観察
7. 振り返り
・片づけ，整理運動
・ふきだし法の記入

1.�場の準備，準備運動，挨拶，
出欠確認
2.�本時のねらいと内容の確認
・�前時の内容の確認（発展
技）

・�本時の内容の確認（連続
技）
3. 下位運動
・ゆりかご
・二人組の柔軟
・�腕立ての姿勢（手押し車、
ジャンプ）
・�ジャンプ（かかえ込み、足
を開いて）
・補助つき倒立
4. 発表会へ向けての練習
・演技の例
・�各自技を選択し（技を３つ），
滑らかに演技をする。
5.�タブレットを用いて動作の
確認・観察

・�撮影する人，撮影される人
を分担して撮影
・�自分のイメージや他の生徒
の試技と比較して観察
7. 振り返り
・片づけ，整理運動
・ふきだし法の記入

1.�場の準備，準備運動，挨拶，
出欠確認
2.�本時のねらいと内容の確認
3. 下位運動
・ゆりかご
・二人組の柔軟
・�腕立ての姿勢（手押し車、
ジャンプ）
・�ジャンプ（かかえ込み、足
を開いて）
・補助付き倒立
4.�発表会へ向けての練習
・�各自技を選択し（技を３つ），
滑らかに演技をする。
5.�タブレットを用いて動作の
確認・観察

・�撮影する人，撮影される人
を分担して撮影
・�自分のイメージや他の生徒
の試技と比較して観察
6. 振り返り
・片づけ，整理運動
・ふきだし法の記入

1.�場の準備，準備運動，挨拶，
出欠確認
2.�本時のねらいと内容の確認
・前時の内容の確認
・�本時の内容の確認（発表）
3. 下位運動
・ゆりかご
・二人組の柔軟
・�腕立ての姿勢（手押し車、
ジャンプ）
・�ジャンプ（かかえ込み、足
を開いて）
・補助付き倒立
・発表会の練習
4. 選択した技の発表会
・�選択した技を滑らかに演技
をする。
・班ごとで行う
・�演技をしていない生徒は演
技を見たり，タブレットで撮
影する。

・意見交換をする。
5.�タブレットを用いて動作の
確認・観察

・�自分のイメージや他の生徒
の試技と比較して観察
6. 振り返り
・片づけ，整理運動
・ふきだし法の記入
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間をとった。そして，タブレットの動きと動きの書いて
ある学習カード（資料２参照）を参考にして，動きにつ
いて話し合う時間をとった（写真参照）。

３．結果と考察
３－１．学習者全体の認知
　分析の結果，全 308 の回答が得られ，学習者全体の認
知として，図１，表２が明らかとなった。学習者全体の
認知の大カテゴリーとして，［身体の感覚］，［動きの要
素］，［学習環境］，［他者の影響］，［技の実施・練習］，［安
全］，［その他］の７つが明らかになった。

　［身体の感覚］に関する回答が 122 回答で最も多く，
また多種であった。中カテゴリーとして，『手・腕』，『足』，
『腰』，『手と腰』，『丸める』，『順次接面』，『向き』，『姿勢』，
『着地』，『コツ』が明らかになった。
　［動きの要素］に関する回答が 36 回答あり，中カテゴ
リーとして，『方向』，『勢い』，『リズム・間隔』，『質』
が明らかになった。
　［学習環境］に関する回答が 23回答あり，中カテゴリー
として，『補助』，『場づくり』，『学習カード』，『ICT』
が明らかになった。
　［他者の影響］に関する回答が 15 回答あり，中カテゴ
リーとして『友人の影響』，『先生の影響』が明らかになっ
た。
　［技の実施・練習］に関する回答が 104 回答あり，中
カテゴリーとして『挑戦』，『工夫』，『技』，『回数』，『試
行錯誤』，『できない』，『できた・習得』，『成果発表』が
明らかになった。
　［安全］に関する回答が 5回答あり，中カテゴリーと
して『安全』が明らかになった。
　［その他］に関する回答が 4回答あり，中カテゴリー
として『その他』が明らかになった。
　これら結果を踏まえ，以下のように考察した。最も多
く多種の記述が得られたのは［身体の感覚］であった。「開
脚前転は，開くときに，手で押すときれいにできた。」，「ひ
ざをしっかりのばし，足をくっつけるようにして回転す

写真　ICTを用いて技の撮影をする

資料２　使用した学習カード
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るときれいにできる。」等，身体を手・腕，足等部位毎
にどのように動かすのか，考えたり，感じながら活動を
行っていたことが明らかになった。それに加えて，『勢
い』，『リズム』，『質』等の動きの要素についても記述が
みられ，実施する中で運動の力動性や質の違いを感じな
がら活動を行っていることが明らかになった。
　次に多く記述がみられた［技の実施・練習］の中で，「倒
立をやってみて，足を高くあげたり，閉じたりとすごく
難しかったです。少しずつ上達していきたいです。」，「開
脚前転の足を開いて立つことが課題だったけど今日初め
て成功したので今度はよりきれいに回れる。立てるよう
になりたいです。」等，技を練習する中で試行錯誤しな
がら成功や失敗を繰り返しながら練習し，思うようにで
きない経験の中で次の課題を見つけながら活動している
ことが明らかになった。また，技が成功した際も，「今
日は前回きれいにできなかった。側転をきれいにするこ
とができた。」，「前転はスムーズに行うことができるよ
うになった。」等，きれいにできた，スムーズにできた
等動きの出来栄えや質を評価していることが分かった。
このことから学習者は練習の中で自ら課題を考えながら
意味のある練習を実施できていることが推察できる。
　［学習環境］の中で ICTの使用や学習カード等につい
ての記述がみられ，「友達にビデオで撮影してもらって，
まだ自分は足が伸びていないなぁと思ったので，これか
らどんどん改善していきたいです。」，「自分のビデオを
見て悪いところを直したら出来るようになった（前方倒
立回転）。」等，タブレットで自分の映像を撮影し，動き
を観察することから学習者は自分の体の状態が分かり，
具体的な課題が見つけられたことが明らかになった。ま

た，こういった課題を明らかにすることが出来ることに
つながった事例もあったことが明らかになった。また，
学習カードについても動きのこつを記載したものを用い
ることで「チェックカードで，コツをつかめられれば上
手くいった。」と，動きの上達につながったことが明ら
かになった。また，「ビデオを撮って相手のを見て真似
しようと思ったことをたくさん見つけられました。」と
いう記述があり，自分の動きだけでなくペアの相手の動
きの映像を観察する時間を持つことで，うごきの認識や
課題が深まったことが明らかになった。
　また，少数ではあったが［他者の影響］の中で , 「今
日は友達のを見てみていろいろなアドバイスとかをかけ
てあげたらとっても良くなっていたのでいいなと思いま
した。」等，他者との教え合い活動ができたことが明ら
かになった。さらに，「足をピンとのばすことが意識で
きず声をかけてもらってピンとのばすことができるよう
になった。」，「前転のアドバイスをしてもらった。手で
押す力が足りないと言われたので次からそれを意識して
回ろうと思った。」等友人からの助言から身体を意識で
きるようになったり，動きが改善したと認識していたこ
とが明らかになった。また，「友達の補助をしてみて，
足はこう上げるんだな，手はもっと内側に置くんだなと
いうことが知れた。」等，他者の動きを見ることから，
自分が動く際のヒントをもらえていることが確認でき
た。さらに ,「先生から上手くやるコツを聞いたら出来
るようになった。コシを伸ばしたり，すること。」等，
友人だけでなく先生からの助言から次の課題に気づいた
り，動きができるようになったという記述もあった。

図１　中学生のマット運動学習の認知概念図（全体）
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大カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー 記述内容　(技能水準の区別 )
身体の感覚
(122:39,73,10)

手・腕
(39:9,26,4)

手で押す
(16:5,8,3)

前転をやって、手で押しかえすとよくできる（上位）/マットを手で押したり、つくときに、うでをしっかりと伸ばしてやったら、上手にやるこ
とができました。（上位）/伸膝後転　ゆっくり転ってどこまでいけるのかが分かったので、もっと助走つけて転って、最後の手で押しだすとき、
手をいっぱいに広げて押す！（上位）/伸膝後転をやるとき、しっかりと膝を伸ばして、最後には、手で押して回ることができたので次もしっ
かりと意識してやりたいです。（上位）/伸膝後転では、足をしっかりと伸ばして、手で押して立つことができました。（上位）/開脚前転・
後転は手で押すと上手くいけた。（中位）/後転は、手でしっかりとおさえないと変に体重がかかり、どこかいためる可能性がある。（中位）
/手で押す力を左右均等にすると、曲がらずに回れるのでよい。（中位）/開脚前転は、開くときに、手で押すときれいにできた（中位）
/後転は、ゆりかごみたいに、手で押すのが大切だと分かった。（中位）/後転は、手でおすことが大事。（中位）/開脚前転は、すご
く勢いをつけて、しっかりと手で押して回るとキレイに回れる。（中位）/後転は、手（両手）でしっかりとまわるときにグッと押して、左右
に等しく力をこめると上手くできた。（中位）/後転は手に力を入れて後転をきれいにしていきたいです。（下位）/首では回らず手で押し
だす感覚で回ることを意識したいです。（下位）/後転は手で押して滑らかにできました。（下位）

手をつく
(10:2,8,0)

手をしっかりつく（上位）/手を全部つく（上位）/前に変わる時にちゃんと手をつけたら上手く回ることができた。（中位）/前転　しっ
かり手をつく（中位）/後転　耳のうしろに手をつく（中位）/前転は、背をつければよいことや後転は、手をしっかりとつければよいこ
とが分かりました。（中位）/倒立をやってみて、腕のつき方や頭の向きが少し混乱したのでやる前に確認したいと思いました。（中位）/
跳び前転をやってちゃんと手がつかないと上手くいかなかったのと、跳び押したあとに前転をしないと上手くいかなかった。（中位）/手
をちゃんとつけないと上手くいかなかった。（中位）/手のつきかたで上手く回ることができた。（中位）

手の位置
(7:1,5,1)

倒立をやるときに、手を置く位置は遠くではなく、近くに置くと上手くできることが分かりました。（上位）/手の位置にも気をつけるといい（中
位）/後転　押すときは、なるべく足の近くでやると分かりました。頭の近くに手を置いてしまうので気をつけたい。（中位）/手をあまり奥
にやらずに手前に置く（中位）/後転は手を使うようにこれからも練習していきたいです。（中位）/遠くに手をつくための目印を決め、足
を大きく振り上げ勢いをつけると、とび前転が上手くできました。（中位）/手の位置が違うと上手くいかない。（下位）

手をまっすぐにす
る(3:0,3,0)

肘をまっすぐにしないと違う方向に倒れることが分かりまっすぐにしたら上手くいった。次からは上手くできるようにマットをやりたいと思います。
（中位）/手をちゃんとつけ肘をまっすぐにするとよかった。（中位）/補助倒立は肘を曲げないことが大切だと分かりました。（中位）

腕の力で支える
(3:1,2,0)

倒立をするとき腕の力で支えないと倒れてしまうことが分かった（上位）/跳び前転は、倒立を意識するといい（中位）/倒立は補助あ
りはできたけど補助がなくなるとすぐ落ちるし、腕も曲げちゃうので改善していきたいと思いました。（中位）

足
（44:16,25,3）

足を伸ばす・
まっすぐに
(22:11,11,0)

側転は回るときに、足をまっすぐにして回る（上位）/まっすぐやる（上位）/側転のときも膝が曲がっていてきれいではなかったので、足
まで意識してやりたいです。（上位）/ビデオで、倒立のときに、足が曲がっていました。それを直したいです。（上位）/（側転）足を伸ばし、
肘を曲げない。（上位）/伸膝後転　最後に足が曲がってしまうのでそこを気をつけたい。（上位）/ロンダート　足を真っすぐのばし、き
れいに回転することができた。（上位）/今日は側転の足を伸ばしてきれいに側転をすることができた（上位）/手をのばして怪我を防いだり、
側転では足を伸ばすときれいにできたので次はロンダードをやっていきたいと思いました。（上位）/倒立前転をやっている自分のを見てみ
て、足が真っすぐになっていなかったから、倒立するときバランスがとれていないことが分かったので、明日は意識してやりたいです。（上位）
/倒立前転をしてみて、倒立のとき、体全体がまっすぐでなく、曲がっていたので、次は腕から足までまっすぐになるように倒立を練習した
いです。（上位）/側転　足をもう少し伸ばしてできるようにしたい。（中位）/側転は足を曲げずに回ろうとしたけどできなかったので家と
かで練習してできるようになりたいです（中位）/側転をするときヒザをのばしたらよくいくと思う（中位）/側転は足を伸ばすことを目標にする。
（中位）/ひざをしっかりのばし、足をくっつけるようにして回転するときれいにできる。（中位）/肘をまっすぐにして足もまっすぐにするとよかっ
た（中位）/側転はもう少し足をピンとのばせるようにしたい。（中位）/伸膝後転にはじめて挑戦してみて、最後膝を伸ばして立つことが
できなかったので次はそこを意識してやってみたいです。（中位）/私は足をきれいに上げれないので、ひざを曲げないように意識して回
りたい。（中位）/足を伸ばし、しっかりとジャンプして回転するとよいことが分かりました（中位）/足がまっすぐになるとよかった。（中位）

足を揃える
(6:0,6,0)

前転をやってみて、足をそろえてまわるのが難しかったです。勢いにつられて何度も回ってしまいます。でも、意識して手と手の間に足が
入るようにすると、できるようになりました。（中位）/前転をするときは最後の足をつくときに、開いて終わることがあったので次の時間で
は足を開かずに終われるようにしたいです。（中位）/前転は足をくっつけて回ることを意識してやりました。そしたら上手くいっていると自
分でも実感しました。嬉しかったです。（中位）/終わりは足をそろえてやると上手に見える。（中位）/倒立前転の時、立ったときに足を
開いてしまうことがあったので、次は閉じられるようになりたいです。（中位）/白い分厚いマットで倒立前転が 1人でできました。足を開
かずににまっすぐ伸ばすといいと分かった。（中位）

足を曲げる
(1:0,1,0)

足をすこし曲げたら上手くいった。（中位）

足を開く
(3:1,1,1)

開脚前転、開脚後転　手の移動を素早くし、しっかりと足をひらく。（上位）/開脚前転、後転　前転 /後転した後に足を大きく開いて
立ちあがるところがポイントだと分かった。（中位）/開脚後転は最後に足を広くと上手く立てると実感できました。首の負担を減らしてい
きたいです。（下位）

足を上げる
(7:0,5,2)

勢いよく足を上げる！（こわがらない）（中位）/倒立前転は足をしっかりあげないとできない（中位）/倒立のときは、怖がらず、つっこ
むつもりで、ひっくりかえる勢いで、壁に足をやるといいと気づいた。（中位）/側転　足を大きく、高く上にあげてきれいにやることができ
ました。（中位）/かえるの足打ちは足をできるだけ高く上げて、腕を伸ばすと上手くいった。（中位）/最初は足は上手く上がっていなかっ
たけど何回もやるウチに体全体を使ってコツをつかめました。（下位）/倒立をする時もう少しあげたほうが良いと思いました（下位）

足を開くタイミン
グ (2:1,1,0)

開脚前転、後転は足を開く　タイミングをしっかりとすること（上位）/開脚前転のときは、回ってる途中に足を開くと回り終わる前に間に
合うと分かった。（中位）

足の位置
(1:1,0,0)

もうすこし、足を前に持ってくる（前方倒立回転）（上位）

足で蹴る
(1:1,0,0)

足で蹴ること（上位）

足で地面を踏む
(1:1,0,0)

挑戦する３つの技、全て足で地面を踏むことが大切だと思いました。（上位）

腰
(4:1,2,1)

腰を上げる
(1:0,1,1)

倒立ブリッチをするとき腰を高く上げるとできるようになった（中位）/カエル跳びをもっと腰を上げて行っていきたいです。あと、スピード
を上げていきたいです。（下位）

腰をひねる
(1:1,0,0)

ロンダード　こしをひねり、腕で地面をおす。（上位）

腰を曲げる
(1:0,1,0)

倒立は腰の曲げ方も大事だと思いました。（中位）

手と腰
(1:1,0,0)

手と腰同時に落
ちる(1:1,0,0)

手と腰、同時に落ちるということが分かった。（上位）

丸める
(18:8,10,0)

体を丸める
(6:3,3,0)

前転、後転をして、怪我をしないでやるために首をしっかりと丸めたりしてやることができました。（上位）/倒立前転　まっすぐになるとき、
足や腕を伸ばす。下を見て、腕の間に頭を入れる。ゆっくり、腕を曲げる。（上位）/前転、後転できるだけ丸くなり、しっかりと手で押す。（上
位）/前転は、首をまげて体をまるめて最後は足を伸ばしてやればできました。（中位）/体をまるめ１つの球体のようにして行うとよいこと
がわかりました。（中位）/転がって、起き上がるときもなかなかできなかったから背中をしっかり丸めると良い（中位）

へそを見る
(5:1,4,0)

へそを見ながらやるとよく回る（上位）/前転、後転をやるときへそを見ると上手くいった。（中位）/前転のとき、へそを見てまわる。足
をそろえる。（中位）/体を丸くして、へそを見てまわるといいと分かった。（中位）/足をくっつけて、しっかり伸ばし、頭をへその方へ向け、
回転すると、上手くいくことが分かりました。（中位）

顎を引く・首を
曲げる
(7:4,3,0)

倒立してから前転をするときには、あごをひいて、首を痛めないようにすることができました。（上位）/まっすぐになってから、下を見て、
頭を入れ、腕を曲げてから、ゆっくりと、など，やることがたくさんあるなと思いました。（上位）/ 倒立前転はなんとなくは出来ていてで
も腕をもっと曲げるのとあごを引くともっといいと分かった。（上位）/あごをひく（上位）/ポイント　あごをひく うでを曲げながら倒れてい
く（中位）/倒立前転をするとき首を曲げたらいけた（中位）/倒立前転　倒立をしてから頭を入れて腕を曲げて前転をするとできること
が分かった。（中位）

表２　ふきだし法の内容分析一覧� （n=308）
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大カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー 記述内容　(技能水準の区別 )
順次接面
(1:0,1,0)

順次接面
(1:0,1,0)

頭の後ろ→背中→足という順番で行うと、スムーズにいけることが分かりました。（中位）

向き
(3:2,1,0)

前を向く
(1:1,0,0)

ロンダートは着地の時前を向く（上位）

マットを見る
(1:0,1,0)

頭をつけて、マットを見るようにしてやればいいと分かりました。（中位）

へそを下に向け
る(1:1,0,0)

へそを下に向けると上手くいく（上位）

姿勢
(2:0,2,0)

姿勢
(2:0,2,0)

そして、倒立している時の姿勢に気を付けてやれば上手くいくと思います。（中位）/倒立　体をまっすぐにして、マットを見ると上手くでき
ることが分かった。（中位）

着地
(7:2,4,1)

着地
(7:2,4,1)

（ロンダード）着地でぴたっと止まれるようにする。（上位）/ハンドスプリングをやるとき、着地が上手くできなかったけれど、やることがで
きました。（上位）/側転に挑戦しました。最後でいつも「くねっ」っとなってしまうので直したいです。片足になるとバランスを崩しがちで
す。（中位）/今日は発表に向けて、伸膝後転を何度も練習して、まだ着地が上手くいっていないので、なるべく本番でがんばりたいです。
（中位）/後転　着地が上手くできなかったので、練習したい。（中位）/次は後転したあと、立てるようにがんばりたい。（中位）/終わっ
た後バランスをとるのが難しかったけど今日、バランスとることができた。（下位）

コツ
(3:0,2,1)

コツ
(3:0,2,1)

今日はいろいろな技のコツを覚えて応用出来たので良かったです。でも、もっとがんばりたいです。（中位）/ 側転は、上手にできなく、
発表でできないけど、意識して回ることはできました。（中位）/基本技コツをつかめたができない。（下位）

動きの要素
(33:9,23,1)

方向
(9:3,5,1)

まっすぐに進む
(9:3,5,1)

側転では、少しまがってしまったり、まっすぐにやることがあまりできていなかったので、次の授業では同じ線上に、手と足が揃えられるよ
うにしたいです。（上位）/ 伸膝後転　コツを掴むことができた。最後までピンと足をのばして、回るのは、とても大変でした。（上位）/
側転　真ん中を意識してやる。（上位）/今日は前転をやって、しっかりと真っすぐに進むことが出来ました（中位）/今日は、後転をやっ
て前転と同じく真っすぐに進むことが出来ました（中位）/倒立前転　手→足の順番について、マットの線を使って一直線にできるように
練習した。（中位）/側転は直線でいけるようにしたいです。マットの線にいけるように練習します。（中位）/側転　手と足をつく順番と、マッ
トの線上でまっすぐやることを気をつければできる。（中位）/回る時は平行に回ることを心がけたいです。（下位）

勢い
(18:4,14,0)

勢い
(18:4,14,0)

勢いをつける（上位）/流れで勢いをつけてやる（上位）/跳び前転を勢いよくすることができた（上位）/勢いをつけること（上位）/
逆立ちをするとき勢いよくやるといけた（中位）/後転をするとき勢いよくやると連続でやれることに気づいた（中位）/前転は転がる前の
勢いが大事。（中位）/後転のとき、手を耳の横に　しゃがんだ状態から勢いでまわる。（中位）/どの技においても、勢いが大事！（中
位）/倒立前転は、足を上げる時の勢いが大事。勢いが強すぎると、手を痛めたりする危険がある（中位）/倒立にチャレンジしてみて
壁をつかったものの、1人ですることができました。1回目は勢いが足りず、できませんでした。何事も、勢いが大事です。（中位）/勢い
をつけて前転すると、キレイに回れることが分かりました。（中位）/跳び前転をするとき勢いを速くやったらいけた（中位）/跳び前転は
もう少し勢いをよくしても立てるようにしたいです。（中位）/すこし勢いつけてやらないと上手くいかなかった。（中位）/倒立前転を1人
でチャレンジしました。勢いあまって背中をうってしまい、勢いは大切だけどやりすぎもダメだと気づけました。（中位）/倒立前転は、勢
いありすぎてもなくてもダメなので調節が難しいです。（中位）/前転・後転は勢いをつけて回ると回れる。（中位）

リズム・間隔
(2:1,1,0)

間
(1:1,0,0)

逆立ちをしてからブリッチをする技をやってみて、逆立ちしてからすぐブリッチしないで、逆立ちのまま2秒ぐらい、落ち着いてから、ブリッ
チまでが上手くいった（上位）

リズムよく
(1:0,1,0)

手押し車はリズムよく行ったら、早くいけた。（中位）

質
(4:1,3,0)

しなやかに
(1:0,1,0)

大事だと思ったこと・しなやかに・美しく（中位）

丁寧に・余裕
(2:0,2,0)

１つ１つの動作を順番に丁寧に行うと上手くいくことが分かりました（中位）/開脚前転・後転の時は回っている途中に余裕をもって回っ
ていくといいと分かりました。（中位）

速く・正確に
(1:1,0,0)

伸膝後転　昨日より助走をつけて、速く正確に回ることができた。（上位）

学習環境
(23:7,11,5)

補助
(11:4,3,4)

補助
(11:4,3,4)

補助をしてもらった（上位）/友達の補助をしてみて、膝を掴んでやると安定することが分かった（上位）/自分が補助してもらうとき。「い
くよ～」とか、「回るよ～」など合図をすることができた（上位）/倒立前転　補助をつけてもらい、やりました。（上位）/友達の補助を
して、しっかりとサポートできたので良かったです。（中位）/補助をしてみて補助する側もまっすぐ伸びるように足をもたないと！と思った。（中
位）/倒立の時友達の足を支えてみて、簡単そうに見えて難しかったです。（中位）/補助は足が一番高くなった瞬間に足を持てばよいと
分かりました（下位）/補助も結構苦戦しましたが、すぐにできました。（下位）/補助のおかげで怖がらずにできました。（下位）/友達
のことを補助して以外と難しいんだなと改めて思いました。（下位）

場づくり
(1:0,1,0)

場づくりの効果
(1:0,1,0)

ロイター板を使って伸膝後転をすると思ったよりも出来たので良かったです。（中位）

学習カード
(1:1,0,0)

学習カードとコツ
(1:1,0,0)

チェックカードで、コツをつかめられれば上手くいった。（上位）

ICT
 (10:2,7,1)

映像と改善点
(10:2,7,1)

今日はタブレットで自分のを見てみてちょっと足が開きすぎていた（上位）/自分のビデオを見て悪いところを直したら出来るようになった（前
方倒立回転）。（上位）/友達にビデオで撮影してもらって、まだ自分は足が伸びていないなぁと思ったので、これからどんどん改善してい
きたいです。（中位）/ビデオを見て前転は滑らかだったけど開脚前転は上手く開けていなかったので上手くしたい（中位）/ビデオを見
て足がバラバラに着地していました。両足を揃えて着地や踏み出しができるようにしたいです。（中位）/ビデオを見て、倒立前転をあと少
しでできるので倒立をよくしたい。（中位）/ビデオを見てみると思った以上にできていました。最後に左足がつけば完璧です。（中位）/
タブレットを使って自分の映像を見たりして、確かめるとよい（中位）/倒立前転をやってる、ビデオをみて、やはりはやく前転しすぎだと思っ
た。（中位）/ビデオを撮って相手のを見て真似しようと思ったことをたくさん見つけられました。（下位）

他者の影響
(17:5,6,6)

友人の影響
(14:3,6,5)

友人からの助言
と改善
(4:0,1,3)

初めから、倒立前転をしたけど補助が上手ですぐにできるようになった。足をピンとのばすことが意識できず声をかけてもらってピンとのば
すことができるようになった。（中位）/前転のアドバイスをしてもらった。手で押す力が足りないと言われたので次からそれを意識して回ろ
うと思った。（下位）/今日、僕は、倒立前転をやって、最初できなかったけど、チームの仲間にやり方を教えてもらってできるようになり
ました。（下位）/僕は跳び前転の練習をたくさんしました。最初は、ちょっと、間違えてしまいました。そして、友達から、アドバイスをも
らい、前よりも上手く跳び前転ができるようになってよかったです。（下位）

友人との教え合
い
(3:2,1,0)

友達の補助のとき、足をしっかりと掴んで、「足まっすぐ！」などとアドバイスをすることができた。（上位）/今日は友達のを見てみていろ
いろなアドバイスとかをかけてあげたらとっても良くなっていたのでいいなと思いました。（上位）/友達の見たり、アドバイスをもらったりし
て良くするとよい。（中位）

他者観察
(7:1,4,2)

今日は、上手くできなかったから周りの人を見て学びました。（上位）/Kさんがしっかり足をのばしていていいと思った。（中位）/補助し
てみて、足をまっすぐ上にのばしていた。→頭を内側に入れて背中をまるめた。（中位 /友達を見ていて、側転　まっすぐになっている（中
位）/友達の側転を見て、一直線に手と足がそろっていてきれいだった。（中位）/友達の補助をしてみて、足はこう上げるんだな、手は
もっと内側に置くんだなということが知れた。（下位）/友達がやっているのを見て「どうしてできるんだろう」と思いました。（下位）

先生の影響
(3:2,0,1)

先生からの助言
と改善
(3:2,0,1)

先生から上手くやるコツを聞いたら出来るようになった。コシを伸ばしたり、すること。（上位）/前方倒立回転をやってみて、最初はでき
なかったけど、先生からアドバイスをいっぱいもらい、自分の映像を見たりして、できるようになりました。もう少しきれいにやりたいです。（上
位）/前転をやって頭のつく位置を最初は間違えたけど先生に教えてもらったら上手にできたのでよかったです。連続でできたのでよかっ
たです。（下位）

技の実施・練習
(104:25,43,36)

挑戦
(2:1,1,0)

挑戦
(2:1,1,0)

前方倒立回転にはじめて挑戦した。（上位）/倒立前転に挑戦しました（補助ありで）（中位）

工夫
(2:2,0,0)

工夫した
(1:1,0,0)

倒立前転をきれいにするためいろいろ工夫した（上位）

工夫の必要性
(1:1,0,0)

ロンダートをやってみて、5回に3回は手をはなして、着地できたけど、残り2回は腕が曲がってたかもしれなかったから、ロンダートはで
きなかったので工夫したい（上位）

技 (2:1,1,0) 技 (2:1,1,0) 今日はいろいろな技やってみたけれどやっぱりぼくは、側転がやりやすかったです。（上位）/開脚前転（中位）
回数
(2:0,0,2)

回数
(2:0,0,2)

かえるの足打ちで 2回しかできなかった。次は 3回したいです。（下位）/＜かえるの打ち足＞　足を高く上げるのが怖くて一回しか叩け
なかったです。（下位）

Akita University
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大カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー 記述内容　(技能水準の区別 )
できた・習得
(28:7,15,6)

できた
(8:1,6,1)

倒立前転が補助なしでできたことがあってとても嬉しかったです。（上位）/ 開脚後転が上手くできたので、これからも続けていきたいで
す。（中位）/開脚後転ができるようになりました。最後もちゃんと立つことができました。（中位）/一回補助してもらって倒立前転ができ
て嬉しかったです。（中位）/初めは、ゆっくり、回るようにするのが難しかったができるようになった。（中位）/開脚後転は上手く立てた
のでよかったです。（中位）/今日はやる３つの技を決めたのでよかったです。（下位）/後転をやってみたら、思ったよりできたのでよかっ
たです。（下位）

新しい技ができ
た (3:1,0,2)

とびこみ前転が少しだけできるようになった（上位）/この体育で新しいマット技を身につけるようになった。名前は忘れてしまったが、と
にかくよかったなと思った。（下位）/倒立前転が初めてできました。（下位）

技の習得
(2:0,1,1)

倒立前転　1人でなんとなくできるようになりました。（中位）/とびこみ前転という技と倒立前転という技を習得することができたのでよかっ
た。（下位）

条件によってで
きた (2:0,1,1)

とびこみ前転は低くジャンプするときはできた。（中位）/大きなマットでやってみると少し上手くできました。（下位）

きれいにできた
(4:2,2,0)

とびこみ前転や前転をキレイに出来た（上位）/今日は前回きれいにできなかった。側転をきれいにすることができた。（上位）/前転　
比較的にきれいにできた。（中位）/開脚前転　きれいにやることを意識してできました。（中位）

上手くできた
(5:2,2,1)

開脚後転　上手くできました。（上位）/今日は倒立がとても上手くできたのでとても嬉しかったです。（上位）/今日は、開脚後転・前転をやっ
て小学校のときから上手く出来ていたので、もっと上手く出来るようになりました。（中位）/今日、発表を終えて、ほとんどの技をクリアす
ることが出来たので良かったです。（中位）/今日は、マット運動の技を発表してみて最初は、やるのが怖かったです。でも、やってみると、
しっかりできました。（下位）

スムーズにできた
(1:0,1,0)

前転はスムーズに行うことができるようになった。（中位）

学習の成果
(3:1,2,0)

伸膝後転　練習でだいぶできるようになりました（上位）/マット運動を終えて、小学校では学べないことを学ぶことが出来たので良かっ
たです。（中位）/マット運動の学習でよかったこと、上手くできなかったことなどたくさんあるけれどそれは来年に生かしてより上手くなりた
いです。（中位）

成果発表
(12:4,4,4)

成果を発表
(12:4,4,4)

発表で、今までの成果を発揮できたので、よかったです。（上位）/最初のときに比べ、自分でも、上手くなったと思います。発表では納
得のいくパフォーマンスではなかったけども、いままでの自分の成果が出た、パフォーマンスだとも思いました。（上位）/未完成のままでの
発表だったけど全力でやることができました。（上位）/発表　ロンダード、伸膝前転、伸膝後転をすることができた！！（上位）/とび前
転をするときいままででとても良かった。（中位）/前転、後転は、足を揃えて。回り、着地できました。勢いをあまりつけず、やってみた
ところ、きれいにゆるやかにすることができました。（中位）/今日は発表してみて上手くいかなかったときもあったけれど最後までできまし
た。一番上手くできたのは開脚後転で練習してよかったなと思いました。（中位）/開脚後転　練習よりも上手くできました。（中位）/発
表会当日でとても緊張しました。前転が今までで一番上手くいきました！（下位）/後転を今日入れました。自分の中では上手くいった方
だと思います。（下位）/今日は自分が決めた技をきれいにやることができたのでよかったです。（下位）/ちゃんと回れるのか心配だった
後転もしっかりできたので良かったです。（下位）

試行錯誤
(44:8,19,17)

意欲・課題
(25:5,10,10)

次の体育では（側転を）できるようにしたいです（上位）/次はもっとキレイに出来るようにしらべる（上位）/もっと正確にやる（上位）
/次回でもっとできる技を増やせるようにがんばりたいです。（上位）/次のとび箱も、がんばりたいです。（上位）/倒立前転はまず倒立
に慣れるようにしたいです。（中位）/側転はできなかったので次は頑張ります（中位）/倒立をやってみて、足を高くあげたり、閉じたり
とすごく難しかったです。少しずつ上達していきたいです。（中位）/まずは倒立がしっかりできるようにしたいです。（中位）/前方倒立回
転は、倒立のサポートがなくてもできるようにしたい。（中位）/ 跳び込み前転は、最後に立つところをきちんと立ちたい（中位）/ 側転
はやはり左足がつきません。どうしたらつくのか改善したい。（中位）/開脚前転の足を開いて立つことが課題だったけど今日初めて成功
したので今度はよりきれいに回れる。立てるようになりたいです。（中位）/開脚前転は最後に立つことができたけどちょっとくずれてしまっ
た（フォーム）ので次やるときはそこを意識してやってみたいです。（中位）/できるようになった前転、後転系も時々練習するといい（中位）
/今日の体育からできる技をもっと増やしていけるように気をつけてやりたいです。（下位）/でも、後転ができなかったので練習したいです。
（下位）/側転ができるようになるためにマットをジャンプして渡るという練習をした。次は怖がらずに少しずつ側転をしていきます。（下位）
/今日は前転しか挑戦できなかったので次は違うのにも挑戦したいです。（下位）/撮ることはできなかったけど、がんばりたいです。（下
位）/倒立自体ができなくで「絶対できない」と思いました。でも倒立もできるような気がしました。（下位）/次こそは少しでも挑戦してみ
ようと思います（下位）/今日は自分が発表する技を決めれなかったのでできる技を見つけていきたいです。（下位）/今日はマットをやっ
てみて難しかったです。発表も緊張して大変だったです。なので、次も頑張りたいです。（下位）/来年も今年のことを生かしてたくさんの
ことにチャレンジしていきたいです。（下位）

出来ないところ
(10:1,6,3)

倒立をするとき勢いがかかりすぎて倒れて首をかりそうになった（上位）/ 開脚前・後転は立つ部分ができなかった。（中位）/ 前転　
勢いよく回ってしまって上手く立てなかったので、一度止まって回りたい。（中位）/ 開脚前転は最後立つことができなくてできませんでし
た。立つコツなどを見つけ、できるようになりたいです。（中位）/倒立はできるけど、そこから前転をするための補助がないとできないた
め、補助がなくても倒立前転ができるようにしたい（中位）/全体的にフォームを意識してやれば良かったなと思いました。（中位）/今日
は、倒立前転をやって、自分が足を上げれず出来なかったので次はがんばりたいです（中位）/倒立前転のバランスをとるのが難しい（下
位）/今日は側転と倒立に挑戦しました。どちらもとても怖くてやるのに時間がかかってしまいました。（下位）/逆立ちをするとき、前に行
きすぎることもあり大変でした。（下位）

成功と失敗
(8:2,2,4)

倒立まではちょっとだけできたけど、前転するまでが難しかったり、怖かったりしたので次はできるようにしたい（上位）/初めて前方倒立
回転をやってみて、すごく怖かったし、背中から飛んでしまったので、明日は自分のできる技もやりつつ、新しい技をやっていきたい。（上
位）/今日は伸膝後転をやって、毎日やり続けているうちにだいぶ上手くなって来たので良かったです。でも着地の時はまだ練習不足でした。
（中位）/今日の技の発表会で、上手くできたのは跳び前転だけでした。（中位）/今日は、とび前転と、倒立をやりました。とび前転は、
コツをつかめて、上手くできました。ですが、倒立は全然、コツをつかめないので明日たくさん練習してできるようになりたいです。（下位）
/＜倒立＞友達の補助つきで少しできました。でも一人でやるのにまだ時間がかかります。（下位）/今日は、前転をやって、たまに後転
をやりました。前転は、結構上手く、できた人ですけど、後転は失敗する時があった（下位）/今日は、ちょっとできるのとできないのが、
あったと思います。前転ととびこみ前転は、できたと思います。（下位）

恥ずかしさを克
服 (1:0,1,0)

今日は伸膝後転に挑戦しました。初めはできないことが恥ずかしくて、逃げてしまったけれど今日、挑戦してみてやってよかったと思いまし
た。（中位）

できない
(12:2,4,6)

失敗・ミス
(6:2,2,2)

側転ができませんでした。（上位）/倒立前転　今までの練習の成果をあまり発揮できなかった。（上位）/倒立前転は前より少しダメだっ
たので気を付けたい。（中位）/前方側立回転と側転はとてもむずかしく少ししかできませんでした。（中位）/失敗する時があったので、
次はできるだけミスらないようにしたいです。そして違うのにも、挑戦したいです。（下位）/倒立前転をしました。1人で 1回してみたらお
もいきり体を打ってしまい怖かったです。（下位）

思うようにできな
い
(3:0,1,2)

今日は前転、後転などをやって目が回って思うように出来なかったのでだんだん慣れて行きたいです。（中位）/やっぱり倒立前転は難し
いので努力を積み重ね、乗り越えられるようにがんばろうと思った。（下位）/まだ発表会の３つが決まっていなくて困っていますどれもで
きないです。とても不安です。（下位）

怖くてできない
(2:0,0,2)

側転は怖くてできなかったです。（下位）/＜側転＞怖くてできませんでした。（下位）

緊張 (1:0,1,0) みんなに見られながらやると、緊張した。（中位）
安全
(5:0,4,1)

安全
(5:0,4,1)

無理しない
(1:0,1,0)

できない技を無理してやらない（中位）

準備と怪我予防
(4:0,3,1)

しっかりと準備せずにいきなりやると首や足を痛める可能性がある（中位）/ 安全に行うにはしっかりとストレッチが大切だと思いました。
なのでこれからはストレッチを大切にしていきたいです。（中位）/準備運動を、しっかりしないと指や手、首を痛める可能性がある。（中位）
/けがをしないように首を使わないようにしたいです。（下位）

その他
(4:0,0,4)

その他
(4:0,0,4)

楽しかった
(1:0,0,1)

楽しかったです。（下位）

見学
(3:0,0,3)

見学をしてて、できなかったので、次回はもっていけるようにしたい。（下位）/見学して、倒立前転をしてるグループがすごいなと思いまし
た。体育着を持って来ればいい。（下位）/今日は見学して上手い人を見て自分よりもどこが優れているかが分かりました。それを見て改
善につなげたいです。（下位）

注記）カテゴリー（　　）内は総数：上位児数 , 中位児数 , 下位児数を記載。
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３－２．学習者の技能水準別の認知，認知の差
　技能水準別での，上位児，中位児，下位児別に分析し
た結果，以下の結果が明らかになった（図 2，3，4参照）。
　上位児の認知概念図（図２）を参照すると，全体の認
知概念図に比べ［身体の感覚］では，『手・腕』の「手
をまっすぐにする」，『足』の「足を揃える」，「足を曲げ
る」，「足を上げる」，『順次接面』の「順次接面」，『向き』
の「マットを見る」，『姿勢』の姿勢，『コツ』の「コツ」
の記述がみられなかった。［動きの要素］では，『リズム・
間隔』の「リズムよく」，『質』の「しなやかに」，「丁寧
に・余裕」の記述がみられなかった。［学習環境］では，
『場づくり』の「場づくりの効果」の記述がみられなかっ

た。［他者の影響］では，『友人の影響』の「友人からの
助言と改善」の記述がみられなかった。［技の実施・練習］
では，『回数』の「回数」，『試行錯誤』の「恥ずかしさ
を克服」，『できない』の「思うようにできない」，「怖く
てできない」，「緊張」，『できた・習得』の「技の習得」，
「条件によってできた」，「スムーズにできた」の記述が
みられなかった。また，［安全］，［その他］については，
記述がみられなかった。
　中位児の認知概念図（図３）を参照すると，全体の認
知概念図に比べ［身体の感覚］では，『足』の「足の位置」，
「足で蹴る」，「足で地面を踏む」，『腰』の腰を上げる，
腰をひねる，『手と腰』の「手と腰同時に落ちる」，『向き』

図２　中学校技能水準上位児のマット運動学習の認知概念図
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図 3　中学校技能水準中位児のマット運動学習の認知概念図
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の「前を向く」の記述がみられなかった。［動きの要素］
では，『リズム・間隔』の「間」，『質』の「早く・正確に」
の記述がみられなかった。［学習環境］では，『学習カー
ド』の「学習カードとコツ」の記述がみられなかった。［他
者の影響］では，『先生の影響』の「先生からの助言の」
の記述がみられなかった。［技の実施・練習］では，『工
夫』の「工夫した」，「工夫の必要性」，『できない』の「怖
くてできない」の記述がみられなかった。［その他］で
は『その他』の「楽しかった」，「見学」の，記述がみら
れなかった。
　下位児の認知概念図（図４）を参照すると，全体の認
知概念図に比べ［身体の感覚］では，『手・腕』の「手
をつく」，「手をまっすぐにする」，「腕の力で支える」，
足の「足を伸ばす・まっすぐに」，「足を揃える」，「足を
曲げる」，「足を開くタイミング」，「足の位置」，「足で蹴
る」，「足で地面を踏む」，『腰』の「腰をひねる」，「腰を
曲げる」，『手と腰』，『丸める』，『順次接面』，『向き』，『姿
勢』の記述がみられなかった。［動きの要素］では，『勢
い』，『リズム・間隔』，『質』の記述がみられなかった。［他
者の影響］では，『友人の影響』の「友人との教え合い」
の記述がみられなかった。［技の実施・練習］では，『挑
戦』，『工夫』，『技』，『試行錯誤』の「恥ずかしさを克服」，
『できない』の「緊張」，『できた・習得』の「きれいに
できた」，「スムーズにできた」，「学習の成果」の記述が
みられなかった。［安全］では，『安全』の「無理しない」
の記述がみられなかった。
　上位児，中位児，下位児の認知概念図を比較すると，
総括して以下のように傾向を整理できる。
　まず，下位児の認知概念図は中位児，上位児と比べ，

身体の感覚や動きの要素の認識が少ないことが明らかに
なった。これは，下位児がマット運動の授業の中で技を
行う際に，手をまっすぐにする，どの位置が品地を支え
やすいのか，足を伸ばしたり揃えたりする，足をどのタ
イミングで開くのか，へそをみながら頭を丸める等，ど
のように身体を動かすと技が上手くいくのか詳細に考
え，知覚することができていないことが明らかになった。
また，併せて，技を行う際の勢いやリズム，しなやかさ
や丁寧さといった質に関しても記述がみられず，これら
を考え，知覚することもできていないことも明らかに
なった。従って，下位児はマット運動の中で技の試行や
練習を行うものの，身体や動きの状態を詳細に考えたり，
運動感覚で捉えることが十分でなく，ただ試行や練習を
繰り返している傾向があることが示唆された。
　上位児は中位児，下位児と比べて，技の実施・練習を
工夫ととらえ，より肯定的に捉えていた。一方で上位児
に比べ，中位児，下位児は思うようにできない，怖くて
できない，緊張等否定的に捉える傾向があった。従って，
上位児に比べ，中位児，下位児は技の実施・練習を心理
的に否定的な感情を伴って捉え，それが運動の試行を妨
げる可能性があることが示唆された。

４．まとめ
　本研究は中学校 1年生 26 名を対象とし，全 6時間の
ICTを用いて自分の動きを確認するマット運動学習にお
いて，学習者の認知をふきだし法の記述内容分析により
明らかにした。本実践の実施は教職大学院のインターン
シップの一部として行われたため，大学院生が担当し，
学習者の認知を促進するために，コツの記入してある学

図４　中学校技能水準下位児のマット運動学習の認知概念図
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習カードを用い，また，タブレット端末を用いて２人組
で動きを撮影し，お互いの動きを観察する活動を行った。
研究の結果，308 の記述が得られ，［身体の感覚］，［動
きの要素］，［学習環境］，［他者の影響］，［技の実施・練
習］，［安全］，［その他］の７つの大カテゴリーに分析さ
れ，総括すると以下のことが明らかとなった。
　１） 学習カードで技のコツが明示され，ICTを用いて

自分の動きを観察する本授業実践では，技の実施
の際の身体の使い方や知覚である，身体の感覚や，
動きの力動性を含む動きの要素が認知概念として
多く見られた。

　２） 技の練習や遂行の中で成功と失敗の試行錯誤を繰
り返しながら，自分の課題を見つけていることが
明らかになった。また技の試行錯誤については肯
定的に捉えるものと否定的に捉えるもの両方が
あった。

　３） ICTの使用については，生徒は自分の動きを映像
で観察することにより，出来ていない所が分かり，
次への改善へとつながったと捉え，その効果が認
識されていた。

　４） 技能水準下位児は身体の感覚や動きの要素につい
ての認識が他の技能水準の児童よりも少なく，学
習の中で技の遂行や練習を繰り返しているが，ど
のように身体を動かすと技が上手くいくのか詳細
に考え，知覚することができていないことが明ら
かになった。

　５） 上位児は技の実施を工夫する必要がある等肯定的
に捉える傾向があり，中位児，下位児は緊張や怖
くてできない，思うようにできない等，否定的に
捉える傾向があった。

　今後の研究の課題として，以下のことが考えらえる。
本研究は ICTを用いた体育授業，１つを対象として研
究および考察を行ったが，比較実験として ICTを用い
なかった体育授業を実施し，結果を対象比較するとより
明確に ICTを用いた体育授業の特徴が結果として導き
だせるであろう。また，対象者の数が少なかった為，よ
り大きな対象者数を確保して研究するとより客観性のあ
る結果が導きだせるであろう。特に下位児の認識に特徴
が出たが，対象者数が少なかった為，より大きなサンプ
ル数での研究が望ましく，より普遍性のある示唆を得ら
れるであろう。

付記： 本研究は，秋田大学手形地区人を対象とした研究
倫理審査委員会の倫理審査を受け，2021 年 9 月
17 日に認定（第 3− 17 号）の元，実施していま
す。

　　　 　本研究における写真の使用と公表について，Ａ

市立Ａ中学校より許可を得ています。

謝辞： 本研究は，Ａ市立Ａ中学校の協力により，実践， 
データ収集ができています。ここに記して謝辞と
します。
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